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【所在地】 徳島県鳴門市瀬戸町堂浦字阿波井57番地 【TEL】 088-688-0011（代）

社会福祉法人小渦会 鳴門シーガル病院
理事長兼院長 福永 明広

令和４年度がスタートし
ました。

振り返りますと、人類が
「コロナ」との戦いに明け
暮れた2年間でした。医療
は逼迫し、経済は停滞し、
人々の心は分断されつつあ
りました。しかし、賛否両
論あった中、昨年東京で開
かれたオリンピックは、し
ばし国民の心を一つにして
くれたと思います。

その後の第5波もようや
くピークアウトし、明るい
兆しが見え始めたとき、新
たに「オミクロン株」が出
現しました。感染力がさら
に高いといわれた「オミク
ロン株」が、今年の初頭か
ら猛威を振るい、現在も全
国で１日３万人を超える感
染者が報告されております。
まだまだ「コロナ」との戦
いは続きそうです。

さて、一昨年から当院に
導入された、治療抵抗性の
うつ病に対する「ｒ-TMS
治療」は、お陰様である程
度軌道に乗りました。県外
からの希望者も多くみられ、
寛解率は我々が当初に予想
したよりはるかに高いもの
となっています。

ある研究ではECT治療と
比較しても、ほとんど遜色
ない結果も出ています。今
後はこの治療を行っている
他県の施設と情報交換を
行ったり、各種学会での発
表を重ね、精神医学の発展
に少しでも寄与することが
できればと考えております。

また、徳島シーガルクリ
ニックではうつ病から寛解
した患者さんが、職場復帰
のためのリハビリを目的と
した「リワーク」を行って
います。

うつ病は寛解しているよ
うに見えても復職にはまだ
まだ高い壁があり、一段ず
つそれを登っていかねばな
りません。それを職員がそ
の人のペースに合わせて一
緒にサポートしていきます。

鳴門市内にある「ジョイ
ナス」では就労支援事業を
行い、心に障害を持つ人も
働く喜びを感じられるお手
伝いをしています。

最後になりましたが、今
年の干支の寅は「決断力」
や「才知」、「才覚」の象
徴で、「始まり」の意味も
あり、縁起の良い動物とさ
れています。人類の英知を
集めて「コロナ」に立ち向
かい、それを乗り越えた先
に新しい時代が来ることを
希求してやみません。

理事長 福永明広

新年度のご挨拶 福永理事長 新年度のご挨拶
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第28号 か も め 便 り

イベント お花見会を開催しました

毎年春になると、鳴門シーガル
病院には数多くの桜が咲きます。

４月７日（木）には、入院患者
さんと一緒にお花見をしました。
当日は天候もよく、絶好のお花見
日和でした。

感染対策として、各病棟ごと時
間を分けて楽しんでいただきまし
た。たくさん記念撮影をおこなっ
たので、一部ですが掲載いたしま
す。

作
業
療
法
だ
よ
り
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第28号 か も め 便 り

昭和２７年６月１日は、当法人が
社会福祉法人として認可された日で
す。これを記念して、毎年６月１日
は法人設立の日として職員の休日と
しております。

それ以外にも、その翌日には、職
員表彰式を毎年行っております。こ
の１年間で勤続３０年以上と１５年
以上になる方、当法人の運営に、よ
り一層貢献した個人やグループを対
象に表彰されます。

また、患者さんへ提供する給食に
は、紅白まんじゅうが添えられ、こ
の記念日を一緒にお祝いしました。

シーガルニュース グループホームファミリー７号館が開所しました

イベント 法人設立の日について

シーガルニュース 大規模改修工事について

５月１日（日）徳島市にグループホームファミリー
７号館がオープンしました。

【住所】
徳島市通町2丁目18－2「グランヴェール通町」
２階（２室）３階（２室）４階（１室）
JR徳島駅から徒歩７分

現在、施設の老朽化に伴い、鳴門シーガル病院では大規模改修工事が行われ
ております。なお、病院は通常通り開院しております。

工事期間中、騒音の発生などご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力
をお願いいたします。

地域交流 配食サービスを実施しました

4月5日（火）と 5月10日（火）鳴門市
瀬戸町の堂浦地区に配食サービスを行い
ました。
多機能型支援事業所ジョイナスで作成

した巾着袋も配布し、大変ご好評いただ
きました。



鳴門シーガル病院 交 通 案 内【編 集 後 記】

今年度初めてのかもめ
便りが完成しました。コ
ロナ禍ですが、今年度も
多くのイベントや地域交
流の様子を掲載していき
ます。よろしくお願いい
たします。

次号（『かもめ便り』
第２９号）は、2022年
８月に発行の予定です。

広報委員会
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℡088-688-0011(代)

第28号 か も め 便 り
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●ＪＲ鳴門駅から「北泊・堂浦行」徳島バスで堂浦（どうのうら）下車（所要時間２０分）

●直営渡船利用 （所要時間２分）
◎渡船（無料）運航時間
午前７時３０分から午後５時２０分まで
定時運航（１０分～３０分間隔）しています。

難しげなタイトルだが、脳内
のドパミンだのエンドルフィン
だのの堅苦しい話ではない。私
がお昼の後にたしなむ、米菓
「ぱりんこ」の話である。

昼食後に「ぱりんこ」を食べ
るようになった経緯がどうだっ
たのか、記憶が定かではない。
確かなことは、今や昼食後に医
局に戻るや否や「ぱりんこ」を
出してきては、速攻で食べる。
しかも、２枚入り２袋である。

この「ぱりんこ」中毒が危機
にさらされている。メーカーか
ら供給が途絶え、品薄になって
いるのだ。このままでは、やが
て「ぱりんこ」の在庫が底をつ
き、闇ルートで入手でもしなけ
れば、医局からなくなることだ
ろう。そうなると、ぱり中の私
は、いずれ禁断症状を起こして、
午後の会議室やら診断室やらで
イライラを募らせ、院内の平和
を乱してしまうことにもなりか
ねない。

さて、ここからが本題である。
一見すると中毒など起こしそう

もない、小さな米菓がいかにし
てぱり中を生むようになったの
か、考察していきたい。

「ぱりんこ」の調味料の中に、
依存性のある物質が含まれてい
るという…などということは、
もちろんない。私は２つの要因
があるように思う。一つは、昼
食時に茶碗によそうご飯の量が
少ないということだ。もう一つ
は、医局は密室で他の職員さん
の目が届きにくいということで
ある。詳しく行動を分析してい
こう。

通常は、適量の昼食を摂取す
ると、満腹になるので、その後
の摂取行動は止められるのだが、
ご飯の量が少ないと、小腹がす
いた状態のまま医局に戻ること
になる。そこへ「ぱりんこ」が
置いてある。小腹がすいている
⇒ 「ぱりんこ」を食べる ⇒
満腹になる。

満腹になるという結果は、強
化子となるため、「ぱりんこ」
を食べるという行動が強化され
る。

徳島シーガルクリニック

院長 谷口 隆英

一方で、医局は人目に届きに
くいという点に関しては、
人目がある ⇒ 「ぱりんこ」
を食べる ⇒ 食後に「ぱりん
こ」２袋も食べるか（笑）。と
いうことで、人目があると、人
に笑われるという結果が弱化子
となって、「ぱりんこ」を食べ
るという行動が弱化される。で
も、医局は人目が届かないので、
人目がない ⇒ 「ぱりんこ」
を食べる ⇒ だれも笑わない
となるため、弱化が起こらない
のだ。

というわけで、最初はたまた
ま置いてあった「ぱりんこ」を
食べて満足しただけのことだっ
たかもしれないが、長年の食後
の習慣が繰り返し繰り返し強化
され、あるいは、弱化を受けず、
行動嗜癖を生むに至ったのだろ
う。以下、治療編に続く…かも
しれない。

Dr.'s エッセイ 中毒、依存、あるいは行動嗜癖について


